
富
山

・

所
在
地
　
　
　
富
山
県
小
矢
部
市
西
中
野
字
鷲
場

調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
を

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
小
矢
部
市
叛
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
伊
藤
隆
三

・
安
念
幹
倫

遺
跡
の
種
類
　
水
路
跡

遺
跡
の
時
代
　
江
戸
時
代
中
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
市
域
中
央
部
を
北
流
す
る
小
矢
部
川
左
岸
、
お
よ
び
こ
れ
に
西
方
よ

り
合
流
す
る
子
撫
川
右
岸
の
低
段
丘
上
に
あ
り
、
六
〇
万
ド
に
お
よ
が
広
大
な

面
積
を
し
め
る
。
縄
文
か
ら
奈

良
に
い
た
る
各
時
代
、
お
よ
び

中

。
近
世
の
遺
物
が
採
集
さ
れ

る
が
、
そ
の
中
心
は
奈
良
時
代

に
あ
る
。

こ
の
遺
跡
を
東
西
に
縦
断
し

て
、
国
道
八
号
線
小
矢
部
バ
イ

パ
ス
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
先
立

っ
て
建
設
省
か
ら

の
委
託
事
業
と
し
て
、　
一
九
八
〇
年

（昭
五
五
）
よ
り
発
掘
調
査
を
継
続
し
て
い

る
。
木
筒
は
一
九
八

一
年

（昭
五
一Ｃ

に
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
た
、
江
戸
時
代
中
期
の
水
路
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
水
路
は
幅
七
ｍ
、

深
さ
○

・
八
ｍ
を
測
り
、
調
査
区
を
南
北
に
横
断
す
る
。
ほ
ば
小
矢
部
川
に
添

っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
北
流
し
子
撫
川
に
合
流
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
、
該
期
の
陶
磁
器
を
は
じ
め
多
量
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。
下
駄
、
櫛
、

桶
、
曲
物
、
箸
、
漆
器
、
独
楽
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
に
三
〇
点
余
り
の
木
筒
が

含
ま
れ
る
。

一
八
世
紀
後
半
の
当
地
（今
石
動
）
は
加
賀
前
田
藩
の
統
治
下
で
あ
る
。
今
石

動
周
辺
は
、
古
来
よ
り
軍
事
、
交
通
の
要
地
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
当
時
は
、
参
勤
交
代
の
際
の
宿
泊
地
、
あ
る
い
は
米
の
集
散
地
と
し
て
の
役

割
り
を
担

っ
て
い
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

以
下
の
釈
文
は
、
富
山
大
学
大
文
学
部

（現
京
都
大
学
文
学
部
）
鎌
田
元

一
氏

お
よ
び
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔次
郎
己

新
□
□
」」

②
　
。
「
ｏ
御
露
地
日
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。
「
ｏ
御
露
地
口
」

い
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×

ω
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】

7654321

桜ξ
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。
「日
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〔佐
力
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名
□
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×
（や
μ）
〉〈
卜　　Ｏ
μμ

(石動)
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三
文
　
」

丘

衛
L

名

ｏ
国
十
文
　
取
」

。
「
。
［国
　
　
　
　
　
」

（畢
団
）

「
□
□
□
□
□
□
」

〔
口
ヵ
〕

「
。一四破一陣皐）兵
衛
　　　」

名

ｏ
旧
本
之
内小
口
日
日
□
　
　
　
　
」

〔相
兵
衛
〕

。「。剛剛
剛
回〔臣ヵ〕□田
□□□
□
」

名

ｏ
□
　
　
与
左
衛
門
」

名
ｏ弐
升
□一臥え衛　
　
」

〔合
ヵ
Ｘ
初
ヵ
〕

名
回目
鯉
硼囮
□

」

〔民
ヵ
Ｘ
出
ヵ
〕

・　
　
　
　
越
□
加
□
　
」

〔酒
力
〕

。
「
ｏ
西
一
　
」

名

ｏ
今
九
」
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ω
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Φ
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い
時
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∞
ω

Ｘ

Ｏ
　
　
Ｏ
μ
Ｈ

μ
∞
∞
Ｘ
∞
Φ
×
い
　
　
Ｏ
μ
Ｐ

卜
Ｏ
Ｘ
（
岸∞
）
Ｘ

　ヽ
　
〇〕
〕

⑪
　
。
「
大
瀧
村
」

名
大
瀧
村
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽貿
μダ
中
ｏ博

⑫
　
・
×
□
□
田
□
　
　
」

〔人
力
〕
〔は
ヵ
〕

・
×
日
〕
□
『
智
即
対
辟
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ち
じ
ｘ
駕
×
枷　
ｏ‘

①

長
〔晰

沖
一弄

歳
正
月
改
□

×

長

□
奎

三

二

瑚

〕〔餓

ぎ

□

×
　

　

　

（５

鍵

滋

霞

出
上
し
た
木
簡
は
荷
札
あ
る
い
は
付
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、

矩
形
乃
至
短
冊
型
の
も
の
が
最
も
多
い
。
こ
の
ほ
か
容
器
（曲
物
）
蓋
な
ど
に
記

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
削
屑

一
点
も
含
ま
れ
る
。

内
容
で
は
、
地
名
、
人
名
お
よ
び
、
山
号
、
寺
名
を
記
し
た
も
の
が
比
較
的

多
ぐ
、
こ
と
に
地
名
、
寺
名
な
ど
で
は
現
地
を
比
定
で
き
る
も
の
が
少
く
な
い
。

な
お
、
紀
年
を
有
す
る
も
の
が

一
点
あ
り
、
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）
の
記
載

が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

小
矢
部
市
教
育
委
員
会

「
桜
町
遺
跡

（古
苗
代

・
鷲
場
地
区
だ

（小
矢
都
市
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
冊
　
一
九
八
二
年
）

（伊
藤
隆
三
）




